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日 時 令和 3年 12 月 15 日（水）18時 30 分～20時 00 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、小林委員、亀岡委員、吉田委員、西澤委員、東口委

員、高嶋委員、油㘴委員 

欠席委員 菊地委員 

市出席者 広田子育て支援部長、尾崎子育て支援部次長、柴ボールパーク推進課長、石

間参事（子育て・学童担当）、大西子ども家庭課主査、畠山子ども家庭課主査、

千葉学童担当主査、木下子ども家庭課主任 

 

1．開会 

 

○「委員の過半数が出席していることから、審議会が成立していること」を確認した。 

 

2．会長挨拶 

 

3．議事 

（1）学童クラブ委託化の検討状況について 

＜事務局より説明＞ 

 

○Ａ委員    支援員の欠員が出ても補充できない。支援員の年齢も高齢化が進んでいる。

委託化によって支援員の若返りができるため、新しい学童に変わる期待がある。   

一方で、長期休みの昼食会など現在の学童のよいところを残しつつ、よりよ

いものになればよいと思う。また、ICT 化など支援員の中でよくわからない部

分もあるので、支援員の視察についても検討してもらいたい。 

●事務局    先進事例をみると、全国画一ではない。ベースはありつつも、地域性を重視

してオーダーメイドで委託化を進めている。仮に委託化をすることになれば、

最終的には仕様書で中身を決めるので、現在の学童のよいところは残すなど中

身については検討していきたい。 

        また、支援員の先進地への視察については、コロナ禍の中で視察の受け入れ

先の事情も考慮しながら、どのような形がよいのかも含め検討していきたい。 

 

○Ｂ委員    委託化になったら、利用料の取り扱いはどうなるのか？札幌市では高額な利

用料で様々なプログラムを実施しているところもあるが、委託化になっても利

用者の負担が増えないようにしてもらいたい。 

●事務局    仮に委託化された場合でも、学童保育料の徴収などの取り扱いは市が直接行

うこととなり、学童保育料の値上げは今のところ考えていない。 

 

○Ｃ委員    意見になるが、保護者説明会は、保護者だけではなく色々なかたに周知して

もらいたい。なんとなく心配という方が多い。また、委託化が始まるときだけ

だとどういうことが変わるのか把握しづらいので、きちんとフォローしてもら
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いたい。 

●事務局    保護者だけではなく関係者に広く周知するよう努めたい。 

また、なんとなく心配という保護者もおられると思うので、説明会ではフォ

ローできるよう丁寧に説明をしたい。 

また、仮に委託化された場合、委託化直後だけでなく、タイミングタイミン

グできちんとフォローしていきたい。 

 

（2）教育・保育施設の利用定員の変更について 

＜事務局より説明＞ 

 

○質疑なし 

 

（3）保育定員の拡大の検討状況について 

＜事務局より説明＞ 

○Ｃ委員    病児保育について、小児科との連携は検討しているのか？それから、ボール

パーク内の認定こども園は市全体をカバーしているのか？それともボールパ

ークの中だけなのか？ 

●事務局    病児保育を実施するうえで、小児科との連携は必須となっているので、市内

の小児科との連携については検討していく。ボールパーク内の認定こども園に

ついては、全市をカバーしているかたちとなる。 

 

○Ｂ委員    保育の量の見込みについて、ボールパーク開業による新たな保育ニーズの増

加はあるのか？ 

●事務局    現プランの保育推計はボールパークや駅西口再開発の影響度合いは含まれ

ていないので、来年度中にも新たな保育推計の見直しが必要と考えている。 

 

（4）北広島市子ども・子育て支援プランの進捗状況について 

＜事務局より説明＞ 

 

○質疑なし 

 

4．その他 子ども・子育て関係施設の利用状況と主な動きについて 

＜事務局より説明＞ 

 

○会長     子どもの権利に関する取り組みの中で、幼稚園や学校関係については、どう

いった普及啓発の取り組みをしているのか？なにか冊子が配布されただけで

は弱いのでは？見るだけでは興味関心までいかない。身近な人から説明しても

らう機会があるとよい。学校関係との連携について今後する予定があるのか？ 

●事務局    就学前の子どもに対しては、就学前の子どもと保護者が利用する施設への巡
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回相談の実施、就学後の子どもに対しては、啓発パンフの配布や権利カードの

配布を継続的に行っている。来年度は子どもの権利 10 周年記念事業を予定し

ているので、学校との連携なども意識しながら認知度向上に向けて取り組んで

いきたい。 

○Ｃ委員    子どもの権利 10 周年記念事業について、図書館との連携は考えているの

か？図書館には子どもの権利に関する図書が結構あると思う。 

●事務局    予算要求の段階で提案書を作成しており、その中で、図書館との連携につい

て触れている。具体的には 11 月の子どもの権利月間で子どもの権利図書コー

ナーを設けてもらうというもの。詳細については、子どもの権利推進委員会で

ご意見をいただくなどして詰めていきたい。 

 

5．閉会 

 

 

 

 

 


